
水辺の小わざ

国家資格を取得しよう！

平成19年度　研修計画について

編集後記

　「水辺の小わざ」とは、流域全体の生態系をより豊かに

するために、川の中のいろいろな生きものの一生や川全

体の特性を把握し、小規模でありながらもその水辺にふ

さわしい効率的な改善策を様々な視点で工夫する山口独

自の取り組みをいいます。

　アユ、ウナギなどの川の多くの生き物は一生のうちに

海と川を往来します。「治水」最優先の時代に作られた昔

の護岸や堰には、生き物に配慮すべき改善箇所が多くあ

ります。また、現在は「環境」にも配慮し川づくりを実施

していますが、治水対策が必要な箇所にほぼ限定されて

います。そこで、学識者、内水面漁協、県の水産・環境・

土木の各部局の横断的な「水辺の小わざ」プロジェクトチ

ームを立ち上げ、低コストで広範囲に適用できる改善方

法の検討を進めてきました。その結果、類型化した小わ

ざの事例を山口県の川や生き物などの情報とともに紹介

する「水辺の小わざ」ガイドラインが完成しました。

　この「水辺の小わざ」ガイドラインを河川管理者・工作

物管理者・漁業関係者の方々にご利用していただき、公

共事業費が削減される中、安価で効率のいい改善の一助

となれば幸いです。

第１章　明日の水辺を考える

第２章　川の基礎知識（河川、水生生物、内水面漁業 等）

第３章　山口県の川の生きもの

　　 　（魚、エビ、カニ、貝、ホタル）

第４章　生態系による山口県の河川の流域区分

第５章　小わざの種類と適用

　　 　（落差工、魚道、横断工作物、護岸、水際 等）

水辺の小わざ／並製本・約280ページ

　　　　　　   オールカラー（予定）

デザインは変更されることがあります.



　第５章では、山口県内の河川で施工された「小わざ」の

好例を集めています。分類別に掲載してあり、また県内

のマップにより現地を実際に見に行くことが可能です。

「百聞は一見にしかず」自分の目で見て学ぶことも大切で

すので、「水辺の小わざ」を持って実物を見に行きましょ

う。

 

【水辺の小わざ(石組魚道)施工例  綾羅木川】

・魚道周囲のコンクリートの河床を既設構造物に影響

のない程度（５cm程度）はつって、低水時にも機能

するようにしています。

・魚道を通る水流は護岸沿いと落差工直下の２方向に

流れるものとし魚が入口を見つけやすいようにして

います。

・水路は階段上の小プールが連続する構造となってい

ます。勾配は１／５より緩やかになるように配慮し

ています。また、魚道上流端には減勢プールを設け

ています。

【水辺の小わざ（ロープ状構造物）実験状況  厚狭川】

・魚道ゲートが潮位と連動すること、ゲート本体・戸

当たり部が金属性であり滑面であること、また側壁

が直立していることから、ウナギの遡上が困難な状

態となっています。

・水産大学校の先生の意見を聞きながら実験を行って

います。ゲートにロープ状の構造物を設置すること

を考えています。

　県の土木職員の皆さんへは、４月以降に配布を予定し

ています。また、県内各市町の河川主管課にも配布する

予定です。さらに、広く県民の皆さんに見て頂くため、

刊行物センターの販売も検討しています。

　水産の視点からの内容も充実しているため、大変参考

になると思います。是非、手に取って見て下さい。

　平成２年に多自然型川づくりが始まって以来、多自然型川づくりを進めてきましたが、「多自然川づくり基本

指針」が平成18年10月に策定され、「多自然川づくり」をすべての川づくりの基本とすることが示されました。

〜多自然川づくりとは〜

　河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域のくらしや歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本来有している

生物の生息・生育・繁殖環境および多様な景観を保全・創出するために、河川管理を行うこと。

　「水辺の小わざ」は河川全体の生態系を考慮し、効率的に実施していくものであり、多自然川づくりに合致して

います。

【水辺の小わざ(石組魚道)施工例  綾羅木川】

【水辺の小わざ(ロープ状構造物)実験状況  厚狭川】

ＴＯＰＩＣ　〜「多自然型川づくり」から「多自然川づくり」へ〜



●土木施工管理技士とは‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　土木施工管理技士とは、建設業法に基づいた国家資格で、

土木一式工事の実施に当たり、その施工計画の作成及び

当該工事の工程管理・品質管理・安全管理等、工事の施

工の管理を的確に行うために必要な技術を有する者とさ

れています。

　建設業者にとっては、主任技術者や監理技術者などを

現場に配置する上で必要不可欠な資格です。

●試験概要‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

●技術士・技術士補とは‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　技術士は、技術士法に基づいて行われる国家試験（技術

士第二次試験）に合格し、文部科学省の登録を受けた人だ

けに与えられる称号で、非常に権威のある国家資格です。

　技術士補は、同様に技術士第一次試験に合格・登録し

た人に称号が与えられ、技術士の補助をすることとなっ

ています。（認定された教育課程の修了者は第一次試験の

免除があります）

●種類‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　技術部門（全２１部門）のうち、土木に関する主なもの

は「建設部門（上下水道部門）」と「総合技術監理部門」です。

　建設部門には、以下の科目があります。

　「土質及び基礎」「鋼構造及びコンクリート」「都市及び地

方計画」「河川、砂防及び海岸・海洋」「港湾及び空港」「電力

土木」「道路」「鉄道」「トンネル」「施工計画・施工設備及び

積算」「建設環境」

●試験概要‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

●試験方法の改正‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　平成１９年度から技術士第二次試験の内容が以下のと

おり改正されます。（主なもの）

　筆記試験：①記述式の技術的体験論文の廃止。ただし、

　　　　　口頭試験前に３千字以内で体験論文を口

　　　　　頭試験の一部として提出。

　　　　　 　②５肢択一式の廃止

技術士・技術士補　国家資格の取得は、官庁の土木技術職員と
してのスキルアップはもとより、アカウンタ
ビリティの向上を図るための恰好の方法と考
えられます。土木施工管理技士の資格に至っ
ては、請負者側の主任・監理技術者に原則と
して必要な要件となっていること、工事請負
契約書上も発注者と請負者は対等な立場であ
ると明記してあることなどから、発注者側に
も「同等の資格の取得が必要なのでは！？」との
声が多数あり、資格の取得が望まれていると
ころです。
　以下に、代表的な国家資格を紹介します。

ＵＲＬ　http://www.jctc . jp ＵＲＬ　http://www.engineer.or. jp

＊願書は、（社）中国弘済会山口

支部（防府市）で扱っており、

インターネットからでも直接

申込みできます。

＊詳細については、（財）全国建

設研修センターのホームペー

ジで「技術検定試験等のご案内」

を参照して下さい。

＊願書は、（社）日本技術士会 中・四国支部（広島市）で扱っており、インター
ネットからでも直接申込みできます。
＊詳細については、日本技術士会のホームページ「技術士試験センター」を参照
して下さい。

土木施工管理技士



研修区分

職務基礎研修
（3課程）

実務能力研修
（8課程）

専門能力研修
（9課程）

研　修　課　程　名

新任者［前期］

新任者［後期］

災害復旧基礎

道路維持管理実務

河川実務

都市計画実務

砂防実務

港湾実務

予算法令実務

施工管理実務（前期）

施工管理実務（後期）

道路計画

擁壁設計

仮設工設計

杭基礎設計

情報処理技術

現場研修

建設マネジメント

新技術・新工法

検査技術

・土木技術職員の心構え・公共工事の概要・設計書の構成と歩掛表の見方
・設計書の作成演習 ・現場監督の留意点・現場実習

4

3

3

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

1

4

1

1

2

・設計書の構成と歩掛表の見方（業務委託）・設計書の作成演習（業務委託）
・施工管理と工事検査 ・用地取得事務の概要

・道路維持管理一般・道路の占用・道路管理瑕疵・交通バリアフリー・道路環境対策

・河川事業一般　・河川管理施設等構造令の解説　・河川設計演習
・河川管理一般（河川法、許認可等）

・砂防事業の概要・急傾斜地崩壊対策事業の概要・地すべり事業の概要
・関係諸法規と事務手続き

・港湾海岸事業の概要・設計積算体系の解説・事業執行の留意点
・港湾関係基本法令　　

・土木予算編成のしくみ・精算事務の留意点・会計検査における指摘事項
・土木関係法令の基礎・土木に関する訴訟事例・適正化法

・道路計画概論・道路計画設計演習

・標準設計の解説・擁壁の安定計算・擁壁の安定計算演習
・急傾斜地崩壊対策の擁壁設計

・矢板の設計及び演習・土留、仮締切の設計及び演習

・杭基礎の種類・杭基礎の選定・杭の安定計算

・情報処理技術の基礎・建設CALS/EC・CADの利用・パソコンの活用
・データベース

・コンクリートひび割れ発生原因・試験施工の実際・ひび割れ抑制対策
・調査と打設管理記録・補修基準

・アセットマネジメントについて・社会資本整備の現状と課題
・住民参加と合意形成・災害危機管理の理論と実践・建設行政の動向

・新技術新工法の紹介・建設分野の最新動向紹介

・公共事業をとりまく最近の動向・監督要領と検査要領・工事成績評定要領
・会計検査の動向・検査演習

研    修    内    容 日数

５／１５〜１８

１１／６〜８

６／１９〜２１

６／１３〜１４

８／２２〜２３

９／２６〜２７

９／１１〜１２

１０／１７〜１８

１２／６

７／４〜５

１０／１０〜１１

９／１９〜２０

５／２４〜２５

７／２５〜２６

８／２９〜３０

１１／１４

１２／２０

Ｈ２０／１／２２

８／７〜８

日程

※研修内容は、実施にあたって、若干異なる場合があります。

　県内４箇所の現場でコンクリート打設等、実際の

現場で実作業を見学しながら、講師の方に解説をお

願いする予定です。コンクリートのひび割れ抑制対

策・コンクリート打設時の留意点や打設管理記録な

どの内容を考えていますので、是非積極的な参加を

お願いいたします。 

　なお、安全上、１度に１つの現場で大多数の研修

が出来ませんので、県内の４つの現場でそれぞれ同

じ研修を行います。（一人一現場でお願いします。）

また、現場の都合により、予定している日が変更に

なることも考えられますので、予めご了承願います。

専門能力研修の現場研修（研修日数1日）

　杭基礎設計の基礎から、杭の選定、杭の設計まで

を行う専門的な研修です。これは３年に一度しかあ

りませんので、今年、来年に業務等で必要になる方

はもちろん、興味がある方は是非８／２９〜８／３０

の日程を空けて置いてください。 

　上記表の中で黄色の９つの研修は、２年に１度開

催する研修です。

その他の研修も内容等十分吟味し、適宜見直しを行

い、充実を図ります。

専門能力研修の杭基礎設計（研修日数2日）

・災害復旧事務の流れ・災害復旧事業の計画と演習・災害現場測量実習
・査定設計書作成演習 ・査定の実地演習

・都市計画事業の種別と概要（街路、公園等）・法体系と事業認可（都市計画法）
・市街地再開発の概要

・施工計画・品質管理・共通仕様書、施工管理基準の解説・工事検査
・建設副産物対策・工事安全対策・工事監督の留意事項・現場施工法
・現場管理の実際  ･現場施工事例

①５／３０  ②６／２７
③７／１９  ④８／１

E i n f o @ y a m a - c t c . o r . j p

】

〒７５３ -００７３　山口市春日町８ -３春日山庁舎

（財） 宛

［ＴＥＬ］ ０-１２３３［Ｆ -９２０-１２８８

　平成18年度、最後の情報誌になります。より情報誌を充実

させる為に、皆様からの、ご意見、ご感想をお待ちしており

ます。

　どんな、些細な事でも結構ですので、右の連絡先に気軽に

ご連絡下さい。


